
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
進
化
す
る
，
セ
ブ
‘
の
今
を
総
力
特
集

摘選で500名様に当たる1

"SEVクリッフjプレゼント
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『今年もやりますリ

抽選で500名様に

フレゼント！！

フ

ヨ

v
v

四
一
法
例

各方面、
大反響の
特別企画

- SEV GENKI MOBILITY -
元..・!l!• -= 

権鍾な立体遺形で．本舗ユース
にもぽっちり対応！ 軟質樹脂絞
に象られ.nan。SEV錘術銭入の
fSEVパウダーJt戸線り込まれた
CGMコラボ限定の非売品だe

l"SEV？リップ＂tUI 

大人気、.SEYコラボルーヲーテ企画

014竿バージョンは
.：” 
‘ー－－

付
録
一
体
の

体
験
型

S
E
V特
集

2
0
1
2
年
度
は
タ
プ
レ
y
ト

迎
、
そ
し
て
昨
年
2
0
13
年
は
コ

ー
ス
タ
ー
型
を
採
川
し
た
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
コ
ラ
ポ
の
S
E
V
体
験
付
鈷

m
＝．N
と
な
る
2
0
1
4
年
U
刷
新

バ
ー
ジ
ョ
ン
は
ク
リ
ッ
プ
則
一
だ
！

体
験
川
の
附
い例
引
な
が
ら
、山は

わ
れ
る
技
術
は
製
品
川
線
の

φ

ナ
ノ

S
E
V
技
術
φ

。S
E
V
日以
新
の
取

り
組
み
、
ク
ル
マ
と
’
身
体
双
方
に
効

果
的
に
作
用
す
る
『
S
G
M
（セ
プ
・

ゲ
ン
キ
・モ
ピ
リ
テ
イ
）
』
の
コ
ン
セ
プ

ト
も
反
映
さ
れ
る
。

こ
の
特
別
付
録
『
S
E
V
ク
リ
ッ

フ
」
は
、

C
C
Mと
の
コ
ラ
ポ
に
よ
る

限
定
住
産
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
も
ち
ろ

ん
非
先
日
川
で
あ
り
、
ほ
か
で
は
入
手

で
き
な
い
希
少
品
だ
。

評
判
が
評
判
を
呼
び
、
多
く
の

興
味
を
集
め
る
S
E
Vだ
が
、
間
々

の
製
品
は
お
下
頃
と
は
一一日
え
ず
、

・
品
川
酬
の
化
と
し
て
悦
え
る
人
も
多

い
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
人
ほ
ど
込
非
こ

の
付
録
を
使
い
、
れ
ら
の
実
体
験
と

し
て
ト
ラ
イ
し
て
欲
し
い
。

汗
し
い
付
録
の
使
い
方
、
お
よ
び

2
01
4
年
の
S
E
Vを
知
る
特
集

記
事
を
た
っ
ぷ
り
民
間
！

付
録
を
手
に
、
体
験
型
リ
ア
ル

特
集
と
し
て
じ
っ
く
り
チ
ェ
ッ
ク
日





V効果を体感する
失敗しない方法

クルマはもちろん、人の身体に対しでも効果を発揮して本来の
能力を引き出してくれる、 物質活性化アイテム ＇：~E.V~. 。 その効
果は、つけた瞬間から体感できる点も大きな特長だ。しかし、体
感方法が間違っているとせっかくの効果も中途半端にしか体感
できない可能性もある。どうせならその効果をしっかりと体感
したいもの。そこで、今月号の特別付録 SEVクリップを使っ
て、正しい体感方法を伝授しよう。

可E温血亙副i孟極~函E圃
ボトルやダンベルを指でつま

んで符ち上げるとき、腕にか

かる負荷がfSEVJ効果で変

化することを体感する実験。

負荷の変化（体感｝が分かり

やすいように、イスに座って

まっすぐ伸ばした腕が、床と

水平になるような高さでボト

ル先端を3本紛でつまむの

が正しい体感方法。ソフ？ー

だと持ち上げるときに体が沈

み込むので体感度が低下す

るので注意しよう。

~· 
Scν－ SCν， 

。；
｜ 腕をまっすぐに伸ばす ｜ 

前嶋邸に SEVクリγプを舷せて、腕をまっすぐ仲Uし
て2Qボトル先箱を3本指でつまみ、ゆっくりと2cmくらい
拘ち上げる

｜ 次にSEVクリップを外す ｜ 

次に前院部から SEVヲリップtを外（.，.同条件でボトル
をゆっくりと持ち上げる SEV？リップの晶弘主しの置
さの感じ方をチェッヲ

一一一一一一ltl尻町原滋．一一一一一一一

fSEVヲリyプjを乎首に蛾せ、ポトル先舗をがっしりと湿り、
E躍を幽げた状~で反動をつ11て併いよく持ち上げる。これら
の間遭った方法では体感度が下がり、変化が分かりづらい．

ク
ル
マ
だ
け
で
な
く
人
の
身
体

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
物
質
に
働
き
か

け
、
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
で
そ
の

物
町
が
持
っ
て
い
る
性
能
を
効
民

的
に
引
き
川
し
て
く
れ
る

『
S
E

V
』
シ
リ
ー
ズ
。

従
米
の
ク
ル

マ
川
、
他
山
川
に

加
え
、
談
お
す
る
だ
け
で
ク
ル
マ

と
来
車
し
て
い
る
人
に
働
き
か
け

る
新
コ
ン
セ
プ
ト
の

『S
E
V
G

可、~－；ヨヨL亙ll'Jl~li=~宕苦，竃翠虚血盟国・

金属織を上下に!!Iったときのしなり具合の変化

を体感することで、 fSEV効果がモノに作用す

ることを体感する実験金属梅t;tltちゅう織で

行うと体感度が高い興ちゅう織を符っときは、

院をまっすぐに｛申ばして奴指をよにするのが正

しい体感方法．院を｛申ばすことで手先の変化

がt曽鋪し、体感度が高まる。院を幽げてしまうと

変化がひじで吸収され体感度が低下する。

園 内lt.i:;;J".Q>；官4・
金属俸を持っときに
tl指を下にし、ひじを
曲げて侮るこれらの
問遭った方法でU、院
がおじれ、ひじが変化
を吸般して体感度が
下がり、変化が分かり
づらい

E
N
K
I
M
O
B
I
L
I
T
Y

貯
の
み
が
手
に
人
れ
ら
れ
る
特
別

（

S
C
M
）』
シ
リ
ー
ズ
が
校
場
。

以
内
応
版
。
l
附
に
ひ
と
つ
付
い
て

u

ま
す
ま
す
そ
の
魅
力
が
ア
ッ
プ
。

く
る
と
い
う
、
太
つ
版
合
川
だ
。

カ

l
グ

ツ
ズ
マ
ガ
ジ
ン
説
行

こ

の

『S
E
V
ク
リ
ッ
プ
』
は、

の
『
S
E
V
」
シ
リ
ー
ズ
に
対
す

シ
l
ト
ベ
ル
ト
等
に

m
mに
淡
町制

る
興
味

J

肢
は
と
て
も
山
川
く
、
必
非
で
き
る
よ
う
な
収
体
形
状
と
し
た

…
そ
の
効
応
を
体
感
し
た
い
！
と
い
も
の
。
第
．
仰
の
小
さ
く
て
シ
ン

…
ぅ
．公
明
に
お
応
え
し
、
今
年
も
特

プ
ル
形
状
の

「
ミ
ニ

S
E
V」
と

…
別
付
M
却
を
川
ぷ
。
そ
の
第
二
－
仰
は
比
較
す
る
と
、
大
き
く
桜
維
な
形

…『
S
E
V
ク
リ
ッ
プ
』

。

．

状
へ
と
大
川
進
化
。
こ
の
ま
ま
市

第

一
仰
の

『ミ
ニ

S
E
Y」
、
第

い
似
し
で
も
い
い
の
で
は
、
と
思
わ

二
仰
の

「
S
E
V
コ
ー
ス
タ
ー
』…

せ
る
よ
う
な
仕
上
が
り
だ
。

日
同
級
、
ヵ

l
グ
ツ
ズ
マ
ガ
ジ
ン
説

－

素
材
は
州
力
性
が
あ
る
樹
脂
の

エ
ラ
ス
ト
マ
1
。
こ
れ
に
ナ
ノ

S

E
V
技
術
を
将
人
し
た
「
S
E
V

パ
ウ
ダ
ー
」
を
糾
り
込
ん
で
あ
る
。

シ
l
ト
ベ
ル
ト
や
衣
服
の
ベ
ル

ト
、
シ
ャ
ツ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
と

こ
ろ
に
附

mに
取
り
付
け
て
持
ち

巡
び
が
で
き
、
ど
こ
で
も
そ
の
効

淡
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

S
E
V
効
川ボ
の
体
感
U
刀
法
は
い

く
つ
か
あ
る
の
だ
が
、

小
で
も
分

か
り
ゃ
す
い
の
が

・
－
ボ
ト
ル
で
の
体
感
方
法

毛
－
A
市
一
以
絡
で
の
体
感
方
法

の
2
種
類
だ
。

ボ
ト
ル
で
の
体
感
方
法
は
、
『
s

－
E
V』
シ
リ
ー
ズ
の
人
へ
の
作
川
が

－
理
解
し
や
す
い
。
そ
し
て
、
令
凶
持

守
で
の
体
感
↑
刀
法
は
、

モ
ノ
へ
の
作
川

が
N．Mmし
や
す
い
。
こ
の
州
点
で
S

E
V効
川ボ
を
体
感
す
る
こ
と
で
、

S

E
V
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
片
鱗
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
な
る
興
味

が
わ
く
こ
と
川
泌
い
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
2
純
矧
の
体
感
ト
刀
法
は
と

て
も
附

mな
が
ら
、
そ
の
場
で
瞬

間
的
に
S
E
V効
栄
を
体
感
で
き

I IUliを上にして待つ ｜ 

腕をまっすく伸11'し、金属帽の中心館を処掃を上にして持つ金
属績を上下に湿り、しなりを感じる

｜ 次lこSEVクリップを倹む ｜ 

次に貌掃と金属栂の問に，SEVヲリγプ！を侠h、同条件で金属縁
を上下に温る.iSEV?'hプ！のある必しのし主りの感じをチェッヲ
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シートベルト等に簡単に装道できる

特別付録の『SEVクリップJI革、形状がクリ＇:Iプ状になりシートベルト等に簡単に裟

婚できるようにE量針。その仕上がり具合l革、このまま製品化してもし丸、くらし、の素晴

らしさ。素材は軟質樹脂状の事事力を持つヱラストマーで、nanoSEV銭衝を導入した

rs Evパウダー』が繰り込まれてL、る。シートベルトだけでなくシャツのポケットやベ

ルト等に簡単に留めることができるので、いつでもSEV効果を体感することがでを

る。使い方はあなた次第。是非いろいろと幾しんで使ってみて欲しし、

.t軟性があり、し事やかにいろいろ生場所に ｜決面だt1でな〈裏面にも滑り止めの細か$ス
フィットオレンジのカラーは毎週’時にアヲセ ｜リットが剣まれており．シートベルト等に裳着し
ントにも生る ｜ ても滑り~ちに«t.tってもも気配りも姻しい

rsEvクリップ』を装着したままシートベルトを外すとき、鈎や腐の辺りに装恕したま

まだとシートベルトが巻きとられる際に、事事いでrsEvクリップ』が外れてしまう可能

性がある。そうならないように、シートベルトを外す際にはrsEvクリップ』をシートベル

トのパックル辺りまで移動させるとL%、せっかくの特別付録、なくさないように注意

したい。

h あなたのアイデア次第で使い方いろいろ｜

ヨ
る
。
し
か
し
、
簡
単
が
ゆ
え
に
正
確

…
な
方
法
で
は
な
く
問
巡
っ
た
方
法

で
行
っ
て
し
ま
い
が
ち
。
そ
し
て
、

問
巡
っ
た
方
法
で
は
せ
っ
か
く
の

S
E
V
効
処
を
し
っ
か
り
と
体
感

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
山
立

。
し
た
い
と
こ
ろ
。
じ
つ
は
こ
れ
は
製

H

川版
の
『S
E
V
』
シ
リ
ー
ズ
で
も

川
じ
こ
と
が
い
え
る
。
正
し
い
取

り
扱
い
を
し
て
こ
そ
、
S
E
V
効

川ボが
川
大
限
に
発
仰
さ
れ
る
の
だ
。

ど
ち
ら
の
体
感
レ
刀
法
も
、
法
ぶ
－

H

を
し
っ
か
り
と
押
さ
え
て
行
え

ば
、
放
も
が
瞬
時
に
S
E
V
効
来

を
体
感
で
き
る
は
ず
。
以
上
中
に
附

し
て
は、

そ
れ
ぞ
れ
の
体
感
↑刀
法

の
瓜
日
を
チ
エ
Y
ク
し
て
み
て
欲

し
い
。
可
能
で
あ
れ
ば
、
一
人
で
行

い
う
の
で
は
な
く
説
か
に

T
伝
っ
て

一
も
ら
う
と
失
敗
が
少
な
く
な
る
。

例
え
ば
、
腕
の
ト
．に
『S
E
V
ク

．
リ
ッ
プ
』
を
減
せ
た
り
、

外
し
た

り
す
る
の
を
手
伝
っ
て
も
ら
う
。

こ
の
ほ
う
が
劣
化
を
瞬
時
に
比
依

す
る
こ
と
が
で
き
、
体
感
が
よ
り

は
っ
き
り
と
わ
か
る
は
ず
だ
。

正
し
い
体
感
方
法
で
S
E
V
効

栄
を
し

っ
か
り
と
体
感
で
き
た

ら
、
今
・
反
は
い
ろ
い
ろ
な
部
分
に

「

S
E
V
ク
リ
ッ
プ
」
を
使
っ
て

物
賀
市
性
効
処
を
ぶ
し
て
み
て
欲

し
い
。
仰
い
万
は
あ
な
た
の
ア
イ

デ
ア
次
第
。
身
体
の
い
ろ
い
ろ
な

部
分
に
つ
け
て
似
う
の
は
も
ち
ろ

ん
、
ペ
ッ
ト
の
仰
に
つ
け
た
り
、

趣
味
の
水
州
、
川相ト
小
鉢
や
花
瓶
に

貼
り
つ
け
て
み
て
ど
ん
な
効
県
が

現
れ
る
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
も
淡

し
い
か
も
し
れ
な
い
。

CarGI!餐



3つの技術を融合して誕生

同乗者もみんな
“乗れば乗るほど

快適になる”
特許技術を応用しであらゆる物質を活性化、本来持っている性能
を効果的に引き出してくれるアイテム －~EV シリーズ。 昨年末
に新コンセプト「SEVGENKI M<?.BILITY(SGM)J.シリーズが

登場した。 そこで 「~EY！ シリーズの製造発売元、ダブI） ュ・エフ ・
エヌにお廊廃して、その詳細を伺ってみた。
まとめ．カーグッズマガジン猛集部写真前回恵介

取材凶カ：ダブリュ ・工フ・ヱヌ http://www.sev.info 

物質に作用電子が放出

。
＠
＠

天然鉱石＋金属

｜ 微弱な山ギー問問の師…附属の伽合わ
SEVO>齢原理 ｜せ に 川子が発生発生した電子が対的に SEVl・l有の電子的

作用を与えて活性化さぜる

－ ． 
カ
l
グ
ッ
ズ
マ
ガ
ジ
ン
の
続
行

で
あ
れ
ば
、

「S
E
V
』
の
以
川町や

効
川本
に
つ
い
て
は
あ
る
利
・
以
ご
必

知
の
万
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。
そ

し
て
、

「S

E
V
』
シ
リ
ー
ズ
が
以

新
技
術
を
羽
入
し
て
日
進
川
少
で

進
化
、
性
能
が
向
上
し
て
い
る
の

も
、
本
代
帥
の
附
械
で
把
川
附
さ
れ
て

い
る
に
泌
い
な
い
。

そ
こ
で
今
川
は、

『S
E
V
』
の

以
新
コ
ン
セ
プ
ト、

『
S
E
V

C
E
r
n
k
l
M
O
B
I
L
I
T
 

Y
（S

G
M
）」
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
を
中1
て
、
総
介
し
た
い
。

公
に
な
る
「
S

G
M
」
紛
介
の

前
に
、

ざ
っ
と

『
S

E
Y
』
に
つ

天然鉱石

金属粒子A

金属粒子B

｜一閥JIこ
確に組み合わせ、微小レベルでも高い効巣の晶るf物質活性化粒子J
とするζとに成功つけた瞬間からその効燥を~sで古るようになった

ナノSEVt宣術

い
て
お
さ
ら

い
し
て
お
こ
う
。

υ

る
よ
う
に
な
る
。

・
「S
E
V
」
の
似
川
町
は
、

日
本
の
み
で
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
物

．
な
ら
ず
海
外
で
も
取
得
し
た
特
肱
川
日
町
を
的
性
化
さ
せ
る
の
か
。「
S

技
術
で
あ
ら
ゆ
る
物
質
を
活
性
化

リ
E

V
』
の
什端
本
的
な
以
材
料
は
、

－
し、

そ
の
物
質
が
持
っ
て
い
る
能

一
天
然
の
鉱

μ
（お
も
に
あ
る
利
の

力
を日以
・大
阪
に
発
仰
で
き
る
よ
う

…
花
向
山
）と
数
十
日
制
似
の
合
以
で
、

に
す
る
こ
と
だ
。

…
こ
の
組
み
ん
H

わ
せ
に
よ
り
・泡
f
が

一
φ

物
質
の
持
つ
能
力
を
フ
ル
に
発
発
生
す
る
。
ち
な
み
に
こ
の
組
み

一
仰
さ
せ
る
～
じ
つ
は
、
物
質
は
必

・
合
わ
せ
に
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
そ
う

…
ず
し
も
み
米
の
能
刈
を
フ
ル
に
発

．
だ
。
そ
し
て
、
先
々
し
た

U
f
が

附
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
例

．
淡
泊
し
た
物
質
に

「S
E
V
」
特

．
え
ば
、
劣
化
、
紙
抗
、
ロ

ス
な
ど

の
の
泊

f
的
作
川
を
与
え
て
活
性

…
が
以
同
で
性
能
を
先
制
仰
し
切
れ
て

・
化
さ
せ
る
。

い
な
い
状
態
だ
と
い
う
。

こ
の
前
性
化
作
川
を
、
さ
ら
に

そ
こ
で

『
S
E
Y
』
独
れ
の
技

即
効
性
が
川
る
よ
う
に
改
良
し
た

…
術
で
物
質
を
的
性
化
。
こ
れ
に
よ

一
州
則
的
な
技
術
が
「ナ
ノ
S
E
V

…
り
劣
化
、
獄
抗
、
ロ
ス
を
低
減
さ

…
技
術
」
だ
。

…
せ
る
こ
と
が
で
き
、
結
栄
と
し
て

一

従
米
の
S
E
V
技
術
が
、
以
料

…
物
質
が
本
米
の
性
能
を
発
仰
で
き
の
天
然
鉱
訂
の
粒
子
と
全
紙
の
粒
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の 人 i以かス fゆる

に
す
る
こ
と
。
つ
ま
り
、
絞
れ
な

い
、
気
持
ち
が
い
い
、
楽
し
い
、

日
来
る
こ
と
で
江
公
に
な
る
ク
ル

マ、

に
市
山
…
を
附
い
た
製
品
開
発

．
が
「
S
C
M」
と
い
う
わ
け
だ
。

こ
れ
を
災
脱
す
る
た
め
に
、

『

S
E
V
』
の
他
山
川
技
術
、
山
内し

川
川
技
術
、
山
口
助
中
川
技
術
が
倣

．
A
H
。
来
る
人
が
ベ
公
に
な
る
だ
け

で
な
く
ク
ル
マ
も
．．
 

ん
気
に
な
る
、

ダ
ブ
ル
で
効
く
製
品
に
な
っ
て
い

る
と
い、つ
。

・
「基
本
的
に
は
、
「
S

G
M
」
は
ク

ル
マ
に
采
る
人
が
元
気
に
な
る
よ

う
に
製
品
開
発
を
し
て
い
ま
す
。

『

S
E
V
』
効
県
で
絞
れ
に
く
く

な
っ
た
り
、
気
分
が
良
く
な
っ
た

一
り
と
快
過
性
が
向
上
す
る
ん
で

す
。
こ
れ
は
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
で

な
く
、

川
点
い
れA
h
H
N
が
体
協
で
き

ま
す
。
ま
た
、
ク
ル
マ
ハ
体
に
も

効
決
が
あ
り
、
－
U
・
ぺ
応
性
、
山
川
胤
性
、

来
り
心
地
、

市
内
山
押し
川
円
以
境
等
が

…
向
上
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
人
へ
の

…
効
瓜
と
ク
ル
マ
へ
の
幼
瓜
の
州
州

に
よ
り
、
さ
ら
に
快
泌
に
巡
転
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
ん
で
す
。
こ

一
れ
が
「
S
G
M
」
の
市
品
川
ら
し
い

点
で
す
。
H
．K
非
お
近
く
の
S
E
V

一
プ
ロ
シ
ョ
ッ
プ
で
そ
の
効
巣
を
体

E

感
し
て
み
て
ド
さ
い
（必
川
氏
）」。

さ
ら
に
、
す
で
に
装
ね
し
て
あ

…
る
「
S
E
V
』
ア
イ
テ
ム
と
の
州

…
点
効
処
や
、
桜
数
例
淡
泊
に
よ
る

…
体
感
度
ア
ッ
プ
な
ど
、

「
S
C
M
」

の
魅
－M
は
山
内
が
抑
怖
い
。
「
S
G
M」

・
製
品
の
さ
ら
な
る
店
釧
は
、
足

一
非
次
ペ

l
ジ
以
降
の
テ
ス
ト
を

チ
ェ

ッ
ク
し
て
み
て
欲
し
い
。

「効果はドライバーだけでなく同乗者全員が体感できます」。
一一ータプリュ・エフ・ヱヌ姦図警鐘専務取締役絞

新コンセプトfSEVGENKI 

MOBILITY(SGM)Jの
テーマC;t，“乗れば乗るほ

ど快適になる1”。クルマに

乗ることで人が元気にな

る。つまり、クルマに使用す

るfSEVJながら、乗車する

人がより快適になり元気に

なるように開発されている。

「乗れば粂るほど快適になるSEV!J

＝－＝畠盆2孟占

制空~－

CarG高谷



「SGM」を体現する

製品ガイド

ふたつの体感を岡崎に実現するrsGMJのー押しアイテム 飽29.Smmx繍54mmx厚さ23mmふコンパヲトサイズ
~着11ダγシュボードよの中央付近にl SEV；のロゴが景

SEV夕 、ツ シュON怖 2万8000円 員に向ωに両面テープて固定すると付かユボード
ょに鑑11辛い場合111?ン世ーコンソールよでも大丈夫

I SEVパワースプライン加工処理 ｜｜ 円anoSEV二一ドル筏術 ｜ 

より広範囲に電子が飛占ようなスプライン畑エ処理を、本体に 本体中央に埋め温まれたゴールドの電子鈍生件、rsev7'?
施してあるこれにより‘リヤサスペンションまで効果が1呪れる ティプニードJりから．よりきめ細かく劇的に電子をダイレヴトに

届けることで、劇的に大君な体感を可舵にしている

2
0
1
3年
ぷ
に
、

「S
E
V』
か

い

ら
『自
品川
市
川
S
E
V』
と
「川間
以

・

川
S
E
V』
2
つ
を
融
合
さ
せ
、

。来

…

れ
ば
来
る
ほ
ど
快
過
に
な
る
！
～
．

ク
ル
マ
に
来
る
こ
と
で
人
が
元
公

い

に
な
る
と
い
う
新
コ
ン
セ
プ
ト
、

「

S
E
V
G
E
N
K
l

M
O
B
H

I
L
l
T
Y

（

S
G
M
こ
に
基
づ
い

た
新
製
品
、
『S
E
V
フ
ラ
ッ
ト
パ

ネ
ル
』
が
授
場
し
た
。
そ
し
て、

こ

の
4
刀
に
発
売
に
な
っ
た
「
S
G

M
」
の
第
二
郎
が
『S
EV
ダ
ッ
シ
ュ

O
N
』。

現
化
「S
E
V』一
抑
し
の

ア
イ
テ
ム
だ
。

こ
の
「
S

E
Y
ダ
ッ
シ
ュ

O
N
』…

で
は、

『S
E
V』
の
他
山
川
技
術
、

内し
川
川
技
術
、

自
動
市
川
技
術
の

ストレス‘1l7,'jの多
い場所へ観時に電
子をチャージし．アヲ
ティプにパフィーマン
スを向上させる

3
つ
が
融
合
。
さ
ら
に
新
技
術
を

将
人
す
る
こ
と
で
、
ク
ル
マ
に
つ
け

た
瞬
間
、
来
μ
A
K
H
H
が
快
適
に
な

る
冗
気
移
動
向
L

間
に
公
わ
る
。
さ

ら
に
ク
ル
マ
の
必
り
も
大
き
く
変

わ
る
の
が
特
H
K
だ
。
制
約
5
m、いけ
川

さ
約
3
m、
何
さ
約
2
mの
小
さ
な

全
版
製
で
、
中
火
に
泣
ιJシ
ャ
ワ
ー

発
生
け
を
持
つ
、
ムリ
形
状
の
独
特
の

形
状
を
し
て
い
る
。
こ
の
凝
っ
た
形

状
は
、

『S
E
Y』
効
果
を
尚
め
る
た

め
の
重
裂
な
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
る
。

今
回
導
入
さ
れ
た
新
「
ナ
ノ
S
E

V
ニ
1
ド
ル
技
術
」
は
、
体
感
度
を

大
判
に
ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
に
開

発
さ
れ
た
も
の
。
本
体
中
央
に
州

め
込
ま
れ
た
ゴ
ー
ル
ド
の

U
，ナ発

生
体
、

「
S
E
V
ア
ク
テ
ィ
ブ
ニ
l

ド
ル
」
か
ら
、
よ
り
き
め
細
か
く
瞬

時
に
屯
「
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
川
け

2槽E買の電子チャージによる作悶 l 

／一一一赤イメ四ジ：フルマへ作用する電子チャージ [SEV自動車m続編jの
• [SEV自動車問妓術J [SEVアヲティフパフン

SEVアヲティフパランサー複能 サー慢muにより、ヲルマか
「走行叫に究生する強力主ス

」一線イメージ：車内空間へ作用する電子チャーシトレ2ポイント｛短銃）をリア
[SEV鑓II周筏街・空間周筏術j Jレヲイムに鯉減 7ルマを
ナノ sev•子シャワー妓街 スムースかつパワフル生定

りにする岡崎に［SEV貨
店周妓街・空間周筏術jの
fナノSEV電子シャワー続
編Jl1車内全体隅 正々で砲
'.l:に電子を届11、車内空間
のストレスを鱈減し快適空
間にする

る
こ
と
で
、
瞬
時
に
大
き
な
体
感

を
吋
能
に
し
て
い
る
と
い
う
。

使
い
方
は、

他
の
「S
E
V』
ア

イ
テ
ム
川
織
に
じ
つ
に
附

m。
ダ
ツ

…
シ
ユ
ボ
l
ド
トし
の
小
火
付
近
に
山

口
く
だ
け
。
こ
れ
だ
け
で
、
ク
ル
マ
が

…
加
泌
す
る
、

山
が
る
、

止
ま
る
、

必

る
と
い
う
動
き
の
状
態
に
よ
り
発

一
生
す
る
側
々
の
ス
ト
レ
ス
を
、
腕
時

…
に
－也
子
を
チ
ャ
ー
ジ
し
い
引
け
る
「S

H
E
V
ア
ク
テ
ィ
ブ
パ
ラ
ン
サ
l
機

一
能
」
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
隠
滅
。
ク

…
ル
マ
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
控
え
、
ク

ル
マ
を
ス
ム
ー
ズ
か
つ
パ
ワ
フ
ル
な

走
り
に
し
、
定
行
時
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
向
上
が
体
感
で
き
る
。

川
時
に
、
本
体
中
央
部
に
聞
い

一
た・泡
ιJシ
ャ
ワ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
か

…
ら
市
内
全
体
へ
附
々
ま
で
泊

f
を

一
昨
%
に
川
け
る
「ナ
ノ
S
E
V泊
f

シ
ャ
ワ
ー
技
術
」
や
、
よ
り
広
純
川

…
に

u
fを
品
川
ぱ
す
「S
E
V
ス
プ
ラ

…
イ
ン
加
仁
処
川
」
で
、
腕
時
に
「
S

…
E
V」
償
問
を
つ
く
り
、
市
内
情
川

…
の
快
迎
性
を
向
しし
。
辿
転
時
の
さ

…
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
か
ら
、
ド
ラ
イ

…
パ
ー
だ
け
で
な
く
釆
川H
A
t－U
を
守

…
る
原
岐
を
恨
み
山
す
。
こ
の
結
来
、

…
ク
ル
マ
に
釆
っ
て
い
る
釆
U
全
H
H

…
が
広
公
に
な
っ
て
、
烈
し
く
ド
ラ
イ

－
ブ
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
だ
。

ま
た
、

「
S
E
V
ダ
ッ
シ
ュ

O

一
N
』
は
、
桜
数
叫
淀
川
で
の
さ
ら
な

…
る
体
感
度
向
上
や、

他
の
『S

E

．

v』
ア
イ
テ
ム
と
の
制
釆
効
栄
も

一
期
待
で
き
る
。
尖
際
ど
の
よ
う
に

日
体
感
度
が
変
化
す
る
の
か
は
、
後

．
半
の
実
践
テ
ス
ト
を
縦
却
し
て
み

て
欲
し
い
。

ー．信絡は全て税怯曹



，，世はシート下、もう

E績はシートパッヲの

ポケットに入れるこ

とで．シートに座る人
を効県が包み込む

「ナノSEVフラット
チャージ妓術Jによ

り、身体に密着して

いなくてもOK

シート下に霊くだけでクルマの快適性が向上

SEVフラットパネル醐：2万8000同

｜ ナノSEV
フラットチャージ技術

フラット♀ ・sEV本体から主体的章作

用を発生させ、取れていてもSEV作用
が集貨に届〈

・
ィ
テ
ム
の
第

一
仰
が
、

こ
の
『
S

．
E
V
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
」
だ
。

『
S
E
V
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
』
は、

ク
ル
マ
本
米
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

い
樹
脂
エ
ラ
ス
ト
マ

l
製
で
柔
秋

を
引
き
川
し
て
く
れ
る

『山
助
山中

竹
が
あ
る
フ
ラ

ッ
ト
な
プ
レ
l

川
S
E
V』
と
、
人
の
身
体
が
持
つ

ト
。
使
川
十刀
法
も
、
シ

l
ト
．ト
や

て
い
る
店
本
能
力
を
引
き
山
し

て

シ

1
ト
ポ
ケ
ッ
ト
に
た
だ
入
れ
る

く
れ
る

『他
山
川

S
E
V
』
の
2

だ
け
で
O
Kと
い
た
っ
て
シ
ン
プ

つ
の
ラ
イ
ン
を
、

「
S
G
M」
コ

ン

ル

。
し
か
し
、
そ
の
効
県
は
パ
ツ

セ
プ
ト
に
基
づ
き
似
合
さ
せ
た
ア
チ
リ
。
体
に

「S
E
V』
が
常
心
し

中失に「ナノSEVチップj
を配置し、 SEVTの方向

性とチャージカを加速させ

るこのチ‘ノプが向いてい
る方向にSEV効果が立体

的に作用する

さらに効果がアップ

rsEvエアーベストjの進化騒

SEVヱアーベスト
anoフ．ラック価絡：8000円

市
内
の
気
に
な
る
ニ
オ
イ
を
効

．
果
的
に
解
消
す
る
、

「
S
E
V」
効

果
を
体
感
す
る
入
門
川
ア
イ
テ
ム

．
と
し
て
も
ぴ
っ
た
り
の
ア
イ
テ
ム
、

．『
S
E
Y
エ
ア
l
ベ
ス
ト
ナ
ノ
』。

こ
の
製
品
は、

産
業
川
の
「
S
E

．
Y
消
臭
技
術
」
と
「ナ
ノ
S
E
V銭

円
術
」
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、
引

い
内
を
叫
ιJ
で
洗
う
こ
と
に
よ
り
、

…
%
に
な
る
ニ
オ
イ
に
作
川
し
、
快

…
通
常
聞
を
作
り
川
す
も
の
だ
。

70mm 

f続ナノSEV消臭主主街jを矯Itし、スプライン加工面”を SEVエアーベストナノ比τ
16%鉱大さらに電子を広範囲に烈ばすことができるように♀リ、体感度がアyプ

エアコン吹き出しロ
に装着するためのヲ
リップが付属してい

るヲリップが使用で

きない場合1：.直態
両面テープで風が
本体に当たる穆分に

国定してもよい

…
て
い
な
い
雌
れ
た
状
態
で
も
、
「ナ

…
ノ
S
E
V
フ
ラ
ッ
ト
チ
ャ
ー
ジ
技

…
術
」
に
よ
り

ι体
的
な
作
川
を
発

。
：
：
、

．、
、
，

g
t
：

J
t

q
ま
え
／
ヰ
凡
け
！H
J
ド
此
川
県
V

…
さ
れ
た
「
ナ
ノ

S
E
V
チ
ッ
プ
」

．
に
よ
り
、

『
S
E
V』
の
点
向
性
と

日
チ
ャ
ー
ジ
カ
が
加
述
。
快
適
性
向

．
上
を
し
っ
か
り
体
感
で
き
る
。

2
枚
セ
ッ
ト
な
の
で
、
シ

l
ト

．
ド
と
シ

l
ト
パ

ッ
ク
か
ら
ド
ラ
イ

パ
ー
を
包
み
込
む
よ
う

に
配
附
す
れ
ば
、
ド
ラ
イ

バ
ー
空
間
は
よ
り
快
適
に

な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
効
瓜

は
l
枚
で
も
卜
分
に
ね
ら

れ
る
の
で
、
辿
似
仰
と
助

手
隙
に

I
枚
ず
つ
使
川
し

で
も
い
い
。
さ
ら
に
、

2

セ
ッ
ト
4
枚
を
使
っ
て
前

後
シ

l
ト
で
仙
川
す
る
な

と
、
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー

ン
で
そ
の
効
栄
を
体
附
加
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

「
l
l
l
J
ン
る
寧
ま
車
オ

一
の
3

一
コ

た
効
々
に

二

一
釦

ヴ

一
7
当
が
鯛
時
る

一
駐
い

一
工
が
子
の
慣
な
す

一
一m
d
F

一
二
嵐
電
内
・
に
周

一
円

札

一
t
の
で
車
ぴ
帽
副
作

一
定

，
一
体
ら
と
に
飛
の
に

「
｜
｜
」
本
か
乙
的
で
内
引

こ
の

『
S
E
Y
エ
ア
l
ベ
ス
ト

・
宅
%
が
本
体
に
中
1
た
る
こ
と
で

－
ナ
ノ
』
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
た
の

…「
S
E
V」
の小山
f
が
市
内
の
広
純

が、

「
S
C
M
」
第
コ
．
仰
の

『S
E
V
一
川
に
拡
散
。
瞬
時
に
市
内
を
快
適

エ
ア

l
ベ
ス
ト
ナ
ノ
ブ
ラ
ッ
ク
』。

中旬
間
に
す
る
。

…「
新
ナ
ノ
S
E
Y消
山
口
氏
技
術
」
を
wm
・

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
で
、
フ
イ

…
依
し
、
ス
プ
ラ
イ
ン
加
仁
而
似
を

…
ル
タ
l
の
交
換
や
お
め
伴
え
、

．泡

…
『
S
E
Y
エ
ア
l
ベ
ス
ト
ナ
ノ
』
比

…
川
州
市
サ
が
不
．
襲
。
効
米
は
長
期
間
持

で
M
N
%

拡
大
。
さ
ら
に
屯
子
を
広

…
絞
す
る
の
で
、
淡
お
し
て
い
る
限

－
純
聞
に
飛
ば
す
こ
と
が
で
き
る
よ

口
り
市
内
は
快
適
で
あ
り
絞
け
る
。

…
う
に
な
り
、
体
感
度
が
パ
ワ
フ
ル

…
ま
た
、
紫
剤
符
を
使
川
し
な
い
の

に
ア
ッ
プ
。

…

で
、
小
さ
な
子
供
や
亦
ち
ゃ
ん
、
あ

取
り
付
け
ば
、

ク
ル
マ
の
エ
ア

…
る
い
は
ベ
ッ
ト
を
釆
せ
る
ク
ル
マ

コ
ン
吹
き
川
し
川
部
に
貼
り
付
け

…
で
も
～
安
心
し
て
仙
川
で
き
る
の
も

い
る
だ
け
。
吹
き
川
し
け
か
ら
山川
る

…
似
し
い
。

CarG高谷



晴 τ7『SEVタルユONjl

『SEVJタッシュONは
複数使用で体感度が
大きく変わる
新コンセプト f.~~M」の第二弾であり、現在一押しアイテムと
なっている f.~EV ダッシュ＜？.~ .＇.~ じつは複数個の使用で、 体感
が大きく変化するという。果たしてどう変わるのか興味津津。
装着個数による体感の違いを早速チェックしてみた。

司圃・II：トヨーー

‘1舗でも十分に快適伎の向ょが体感で書た

波
打
す
る
だ
け
で
、
ク
ル
マ
全
体

の
バ
ラ
ン
ス
を
終
え
、
ス
ム
ー
ズ
か

っ
パ
ワ
フ
ル
な
必
り
に
し
、
必
行
時

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
’
川
上
が
体
感
。

川
叫
に
、
市
内
が
『S
E
V』
明
間

と
な
っ
て
、
迎
い
似
時
の
さ
ま
ざ
ま
な

ス
ト
レ
ス
か
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け

で
な
く
来

μ令．
U
を
守
る
卵
焼
を

生
み
山
す
。
こ
の
初
来
効
果
で
、
ク

ル
マ
に
来
っ
て
い
る
ん

kμが
元
気
に

な
っ
て
、
楽
し
く
ド
ラ
イ
ブ
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
い
う
の
が
、

「
S
G

M
」
コ
ン
セ
プ
ト
の
「S
E
V
ダ
ッ

シ
ュ
O
N』
の
川
村
民
だ
と
い
う
。

本
中
1
に
そ
ん
な
体
感
が
で
き
る

の
か
。
そ
し
て
、
似
数
例
の
波
打
に

よ
っ
て
そ
の
体
感
度
が
大
き
く
公

化
す
る
と
い
う
の
も
公
に
な
る
と

こ
ろ
。
ま
ず
は
以
上
中
の
l
例
災
怖
心

か
ら
テ
ス
ト
を
間
的
。

指
定
通
り
ダ
ッ
シ
ュ
ポ

l
ド
の

仁
、
中
央
付
近
に
「S
E
V」
の
ロ
ゴ

が
市
内
側
を
向
く
よ
う
に
、
同
而

テ
l
プ
で
川
－
M
。
装
お
は
た
だ
こ
れ

だ
け
と
本
吋
に
附
巾
だ
。

止
り
だ
し
て
み
る
と
、
ク
ル
マ
の

フ
ィ
l
ル
が
明
ら
か
に
変
わ
っ
た
。

釆
り
心
地
が
と
て
も
い
い
の
だ
。
品川

き
が
し
な
や
か
に
な
っ
た
感
じ
で
、

路
刷
か
ら
の
タ
イ
ヤ
の
シ
ョ
ッ
ク
も

柔
ら
か
く
な
っ
た
感
触
。
ス
ム
ー
ズ

に
必
れ
る
と
い
っ
た
ら
わ
か
り
や

す
い
だ
ろ
う
か
。

巾
内
の
山
南
公
も
、
ス
ー
ツ
と
キ

レ
イ
に
な
っ
た
気
が
し
て
、
巡
似
山叩

走IJだすと勘曹がし~やかになったSじて、路面からのう旨イヤのショッ
ヲも柔らかく生った感触粂り心地がとてもいい感じだ

l'·J にや ~~I 後 園開園田’~ で をと桁ニ あぷは能とプ に と よ のた｜院か II与をで だとこリで
こ fl!IJ ·~ 1) 1-1 2次 車通項岨 き は 勺段ンり，！，＇i 、は ！ぷ口出 んメうが 。II.＼＇つ lllJテ も じ 。℃れラも

字自らi＇.~ ~~日 Ill司 セ~ ~ r.~ f ；~ ~ f t＂~ υ り〆 Zi ~： ~ ~ ~ '2 ~ ~ 1iバ

iii!！日園IHI山内IIHIUH! HU 仰のの l てス 圃圃 村ごり長~ ~ ?. l~l ~ ~ ~ ~ ~ ＇~ ~ 111!i ~~ ~ ~ 1~ ~ f '1 i ~ 
~ f~ ~自 z ~~ .. ~~； f11l 与必長~~~~ヌ~ ~~ドミたが’川間
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~ • I t り l勾 2 1ili~ がいだも lが な 山 1'1:い う 的 ほ のた つで な以 ιり・ に がな q
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デュアル効果でより高品、再雇雇を実現 l 

クルマ ~ミh
体感ボディ開性感、 ~室三三＝安当ア弘
パワー卜Jレヴ感 ~ョ，＇－.~1

~ 、司’‘R三竺ヨ..，.／

.... 
2個目はトランクの中などボ
ディ復調．に・くといいそうた
が、後席の直後に技場して
みた

ポテ’ィの前後バランスが良〈
~ なり、とても気仙ち良くまEれ

る車内でも呼吸も111'に
織に~っ＊－感し

らシでち のでかへ た 気な kmな切な だルこる
、ツやよ 3 も 川 のてエ~持いオどつや点 。 マれ く
』とれい側 庇るよ ト，ン弓ち 。 l 、たか行 のがら
りさ た の児い よう とン 良人 パととな 帥 よ Jい
i~ せ 足 II\ をたう（ミアン くげ lてき釆ぷ ぅ事

ねりi。？怒PB~h ！~ ~H 分トこ~~ l ！~ ~：を毛 毛布マ総支ハの
乞こ車 に つ 波 『 つ’11. とちムン良 とテ去

り与ま年 9 みィ －trs に以はで l ドさ し ィ~
に え で 変 万 ろイ し E な 1・. .＇~1. 14ズ ル 。 たなお
!I長た ピ化 l'I た汗た V つ にえ Jiさ をし のクペ

はず 上ン 1－－ たにしでさ E哩，、 い 身 性 フ ンじ
．ょっ而 に 4 キ ら -f}_てや に 3LI恒I.iiかえア イのら

i 自 2 型 unu ？~~ EI調μμ仰と淡右近 :.jyf弓公のくや γ 帆配置.心、、は の h 。

の川 、叫 わカ、なは i品毛E騒Iz 奈己 j·~ fi g 
ロす に ダ A る？宅 りんそ 聾事盈.η お て や で に

~ ； ~U h~Hffi 陸2目：~ ;J、i
)AJ ,,V[iれボ λ 11＇（：る て..＼yfこ度 lltli姐．． で 。のンン
を ｝j’ l l 夕 ドと さも こ の EヲE再．．． はそ f犬 ジシ

11’l [lrJ例ド l キしら試ま ，・：:i‘・・・・ なう i必ンヨ

まるでスポーティなヲルマのようにピシγ ‘ 
とした走りの感触に生った ’ 

市
内
の
静
成
掛
川
も
山
川
ま
っ
た
よ

う
で
、

と
く
に
いH
M
述
必
行
時
の
路

…
刷
か
ら
の
行
が
柔
ら
か
く
な
っ
た

…
印
象
。
快
通
性
も
、
船
路
終

f
後
に

…
後
怖
に
贈
っ
て
い
た
カ
メ
ラ
マ
ン
が

．
あ
っ
と
い
う
川
に
深
い
限
り
に
務

日
ち
た
こ
と
か
ら
も
、
昨
尖
に
良
く

…
な
っ
て
い
る
こ
と
が
惣
倣
で
き
る
。

園
町

i
4
1
h刈
晶
吋
M
R
H

－一圃
HU

・4・凡4
・・・・

剛
一
切
州
崎
叫
何
回
悩

2
S

叫
H
段
な
か
な
か
で
き
な
い
『
S
E

H
V
」
の
似
数
例
淡
町削
比
較
テ
ス
ト
を

－
尖
際
に
行
っ
て
み
て
、
体
感
の
迎
い

：
：・・
1
F
d
、
F
L
・－。

rLP
J
HJ
H街
山
M
A
H
a
C中
aq

，ム

．
瓜
に
似
数
例
を
脱
人
す
る
と

…
く
よ
う
に
す
る
。
つ
ま
り

『S
E
v
…
い
う
の
は
か
な
り
必
気
が
い
る
と

ダ
ッ
シ
ュ

O
N』
が
ダ
ッ
シ
ュ
ボ

1
・
は
思
う
が
、

l
Mmか
ら
ス
タ
ー
ト
し

．
ド
上
で

3
M川
市
内
に
向
い
て
い
る

・
て
、
徐
々
に
数
を

mや
し
て
体
感
の

こ
と
に
な
る
。

・
泌
い
を
そ
の
部
度
来
し
む
と
い
う

定
り
だ
し
て
ピ

ッ
ク
リ
。
い
き

・
の
も
あ
り
だ
ろ
う
。

日
な
り
市
市
．が

m加
し
、
ク
ル
マ
が

・

今
川
の
テ
ス
ト
で
、

一
橋
の
オ
ス

…
市
川
級
尚
級
サ
ル
l
ン
に
で
も
袋

一
ス
メ
は
2
例
淡
将
。
体
感
度
や
側

身
し
た
か
の
よ
う
な
ド
ツ
シ
リ
感

…
怖
と
の
バ
ラ
ン
ス
で
．
前
お

ω感
が

が
感
じ
ら
れ
た
。
と
く
に
フ
ロ
ン
ト
感
じ
ら
れ
た
か
ら
だ
。
た
だ
、
テ
ス

リ
却
の
泌
ち
付
き
は
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
上

一
タ
i
の
例
人
的
な
好
み
で
は
、

3
例

…
に
2
0
0
・M
く
ら
い
虫
り
が
釆
つ

袋
治
が
エ
ン
ジ
ン
フ
ィ
l
ル
や
ハ
ン

…
た
か
の
よ
う
な
感
触
。
ハ
ン
ド
ル
も

．
ド
リ
ン
グ
も
含
め
て
気
に
い
っ
た

0

．
が
っ
し
り
と
剛
性
感
が
山
た
感
じ

－
ち
ょ
っ
と
古
い
ク
ル
マ
で
サ
ス
ペ
ン

で
3
例
袋
店
時
よ
り
縦
尖
に
市
く

…
シ
ヨ
ン
交
換
を
し
よ
う
と
与
え
て

－
な
り
、
ハ
ン
ド
ル
を
切
っ
た
と
き
も
、
…
い
る
な
ら
、

十
分
に
対
必
で
き
る
側

．
ボ
デ
ィ
が
帥
叩
日
間
に
押
さ
え
つ
け
ら

日
術
情
だ
ろ
う
。

…
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と

・

4
例
波
打
は
、
ち
ょ
っ
と川
氏次・
バ

…
動
く
感
じ
だ
。

・
と
い
う
感
じ
。
た
だ
し
、
こ
の
感
触

ブ
レ
ー
キ
ン
グ
時
の
ノ
l
ズ
ダ

…
も
体
感
す
れ
ば
病
み
つ
き
に
な
る

…
イ
ブ
も
少
な
く
な
っ
た
感
じ
で
、
ブ

…
か
も
し
れ
な
い
。
愛
車
に
さ
ら
な
る

‘
レ
l
キ
の
安
心
感
も
餓
災
に
良
く

…
尚
級
感
を
求
め
る
な
ら
、

l
度
試

な
っ
た
で
は
な
い
か
。

し
て
み
て
欲
し
い
。

フロントのドフシリ感t主将2匝まるで貧血紐の高
級サールーンにでも変身したかのよう<tS触
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ハ 『SEVフラットバネル.］ & 
「子蕊T.ζ 『SEVヱアーベストnanoブラック.］l 

車内空聞をより
快適にする

「SGMJアイテムの併用
車内空間をより快適にしたいと望んでいるのであれば、「SGM_Jアイ
テムのfSEVフラットパネルjとrsEvエアーベストnanoブラック’

の組み合わせは魅力的。どんな体感ができるのかご紹介しよう。

…
な
っ
た
。
シ
l
ト
が
身
体
に
馴
仇
恥
か
っ
た
。
た
だ
、
行
段
テ
ス
ト
山
中

ん
だ
感
じ
な
の
だ
。
必

行

中

に

に

采

っ
て
い
な
い
ス
タ
ッ
フ
の
ぷ

シ
l
ト
か
ら
・身
体
に
入
っ
て
く
る
凡
で
は
、

小
山
市
川
村
引
の
独
特
な

・
術
峡
も
随
分
と
ソ
フ
ト
に
感
じ
ら
ニ
オ
イ
が
、
ま
っ
た
く
公
に
な
ら

・
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
る
で
シ
！

な
く
な
っ
た
と
い
っ
て
い
た
。

ト
の
体
．り
心
地
が
・以
く
な
っ
た
践
例
人
的
に
感
じ
た
の
は
、

市
内
の

触
だ
。

ニ
オ
イ
よ
り
も
、
呼
吸
が
裂
に

と
く
に
好
印
象
な
の
は
服
へ
の
な
っ
た
こ
と
。
派
く
深
呼
吸
を
し

い
幻
判
が
悦
減
し
た
こ
と
。
川
北
町
制
的
た
く
な
る
よ
う
な
、
ク
リ
ア
な
常

…
は
、
長
似
雌
を
巡
転
す
る
と
腰
痛

一
気
感
が
市
内
を
満
た
し
て
い
る
と

…
が
発
生
し
た
の
だ
が
、
装
着
後
は

・
い
っ
た
ら
い
い
だ
ろ
う
か
。

か
な
り
の
距
離
を
走
っ
て
も
腰

－

シ
i
ト
の
出
り
心
地
が
良
く
な

が
掃
く
な
ら
な
く
な
っ
た
。
こ
の

－
り
、
車
内
の
空
気
が
霞
む
な
ど
、

述
い
は
大
き
く
、
じ
つ
に
快
適
に

・
「
S

G
M
」
2
ア
イ
テ
ム
の
併
川

な
っ
た
の
だ
。

．
に
よ
り
、

市
内
の
快
適
性
が
ト〈
き

「S
E
V
エ
ア

l
ベ
ス
ト
ナ
ノ
ブ

．
く
向
上
す
る
こ
と
を
災
感
。「
来

ラ
ッ
ク
』
に
よ
る
市
内
の
ニ
オ
イ

・
れ
ば
来
る
ほ
ど
快
適
に
な
る
！
」

の
変
化
は
、
も
と
も
と
ニ
オ
イ
が
は
伊
述
で
は
な
か
っ
た
。
市
内
の

…
%
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
快
泌
性
ア
ッ
プ
を
明
ん
で
い
る
な

か、．
此
山
大
き
な
変
化
を
感
じ
な
ら
、
以
す
側
仙川
あ
り
な
の
だ
。

と
に
し
た
。
ど
ん
な
体
感
が
仰
ら

れ
る
の
か
興
味
山
山
だ
。

「
S
E

V
フ
ラ

ッ
ト
パ
ネ
ル
』

を
巡
似
附
の
ド
と
、
シ
ー
ト
パ

ッ

ク
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
、
川
時
に

「S
E

V
エ
ア

l
ベ
ス
ト
ナ
ノ
ブ

ラ
ッ
ク
」
を
イ
ン
パ
ネ
小
火
の
エ

ア
コ
ン
吹
き
山
し
け
にい誌や
自制
し
て

テ
ス
ト
開
始
。

す
ぐ
に
気
付
い
た
の
が
、
荒
れ

た
路
而
で
も
身
体
が
シ

1
ト
上
で

グ
ラ
グ
ラ
と
指
れ
な
く
な
っ
た
こ

と
だ
。
装
訴
前
は
、
荒
れ
た
路
而

で
上
半
身
が
グ
ラ
グ
ラ
と
左
右
に

動
い
て
不
安
定
か
つ
不
快
だ
っ

た
。ま

た
、
迎
似
し
て
い
る
と
シ
ー

ト
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
し

っ
く
り
せ

ず
、
純
明
れ
の
判
州
核
を
繰
り
返
し
て

い
た
の
だ
が
、
そ
れ
も
．小
説
に

ク
ル
マ
と
来
る
人
の
州
ぶ
に
効

い
て
、
ク
ル
マ
が
よ
り
快
適
な
移

動
小
で
川
に
変
身
。「
来
れ
ば
来
る

ほ
ど
快
巡
に
な
る
！
」と
い
う
「
S

E
Y
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
』。

は
川
押
収
さ
れ
て
い
る
「
ナ
ノ
S
E

V
フ
ラ
ッ
ト
チ
ャ
ー
ジ
妓
術
」
に

よ
り
立
体
的
な
作
川
を
発
生
し
、

「S
E
V
』
の
本
体
が
身
体
に
杭

接
触
れ
な
い
状
態
で
も
、
『
S

E

V
』
の
効
果
が
体
感
で
き
る
。

こ
の
テ
ス
ト
で
は
、
市
内
の
快

適
性
を
よ
り
ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め

に、

「
S
C
M
」
コ
ン
セ
プ
ト
で
リ

ニ
ュ

l
ア
ル
し
れ
能
が
ア
γ
プ
し

た
『S
E
V
エ
ア

l
ベ
ス
ト
ナ
ノ

ブ
ラ
ッ
ク
い
も
併
川
し
て
み
る
こ

I • SEVフラットI~ネル ｜ 

シート下やシートポケットに入れるた11でイイとも今、問雌裳婚の［SEVフラyトパネルjシートが且くなっ
たのではと思える〈らい、ahずに長時間座ってし、られる．

回 SEVフラyトパネルは3彼ても効』院があるの
で、フロント左右シートで3被ずつの使用や、後席
ての使用，.といろいろ使えるのがいい

四 SEVフラγトパネル中央の［nanoSEVチ・ノ
プjの向曹に電子をチャージ 以しにヲルマのフロ
ア方向に向けて贋いたところ、•f;y.·ィの剛性患が
高まった感じになった

111 SEVエアーベストnanoフラJヲ Iム1個で＋
分生消臭舵カをト？っているが、と〈に気になるエ
オイ｛ヲパコ、べ·1~. 不快奥）かあるIi合1:.2個
の使用が効果的だ



〕附vanceV1 

E産着済み SEVとの I SEV1f yシュONJの［nanoSEV7-.Aト作用Jが強烈に先I軍し‘すでに裟沼涜
4目録効果 ｜みの［SEV'7'イテムにダイレフトに働きかけ、より一層高い体騒が可舵lこ生る

（ 『SEVダッシュON.]& 
「子函王J装着済み 『SEVjとの相乗効果1

『SEVダッシュONjが
装着済み『SEVjを

より強化
「~GM~ の .r~.~Y ダッシユ c:>~J. は、すでに装着済みの ~~~y； ア
イテムにダイレクトに働きかけて、より一回高い体感ができるよ
うになるという。いったいどういうことなのかチェックしてみた。

『

1
1
4
且

F

一
－z
：

ζ
ト
跡

一効
一
刊
日

一も
一
針
以

一に
－

w
－ア

一ム
一
同
吋

a
一仔
一
川
州

一ア
一
川
町
出

i
c－
 

－M一
官
の

一G
一β
他

一市
一
少
弘

「
l

－u
v
a』

一
一
疋
周

｛

L
E作

｜ エンジンルームにも効く I ~ 

[nanoSEV電子シャワー慢舵jは車体の
隅々にまで電子を応けるので、エンジン
ルーム内に装脅したfSEV7イテムにも
電子をチャージする

「
S
G
M」
製
品
ガ
イ
ド
で
も
鮒

介
し
た
が
、

『S
E
V
ダ
ッ
シ
ュ

O

N
』
は
、
複
数
淡
将
よ
る
体
感
度
向

t
だ
け
で
な
く
、
他
の
淡
町
制
消
み

『S
E
V
』
ア
イ
テ
ム
と
の
相
来
効

瓜
も
則
併
で
き
る
。
こ
れ
は
ど
う

い
っ
た
仕
組
み
な
の
か
。

以
川
載
さ
れ
て
い
る
「
ナ
ノ
S

E

v
u
fシ
ャ
ワ
ー
機
能
」
は、

ボ

体
の
隅
々
ま
で
世
子
を
周
け
「
S

E
V
」
空
間
を
つ
く
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
ク
ル
マ
や
来
っ
て
い
る
人
に
泣

子
チ
ャ
ー
ジ
さ
れ
、

「S
E
V
』
効

川ボ
が
体
感
で
き
る
。
川
械
に
、
波

打
済
み
の

『S
E
V
」
ア
イ
テ
ム
に

も
屯

f
チ
ャ
ー
ジ
さ
れ
、

「
ナ
ノ
S

E
V
ブ
ー
ス
ト
作
川
」
が
強
烈
に

発
抑
。
他
の
「S
E
V
』
ア
イ
テ
ム

に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
働
き
か
け
る
こ

一
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

『S
E
V
』
の

体
感
度
が
尚
く
な
る
と
い
う
も
の

だ
。例

え
ば
、

「
S
G
M
」
ア
イ
テ
ム

…
川
上
。
テ
ス
ト

2
の
『
S
E
V
フ

…
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
』
と
「
S
E
V
エ

ア
l
ベ
ス
ト
ナ
ノ
ブ
ラ
ッ
ク
」
と
の

相
采
効
瓜
も
、

『S
E
V
ダ
ッ
シ
ュ

O
N』
を
波
打
す
る
こ
と
で
、
よ
り

一
附
体
感
度
が
般
化
さ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
ク
ル
マ
川
の

「
S

…
E
V
ヘ
ッ
ド
パ
ラ
ン
サ
l
」
や
「
S

…
E
V
ラ
ジ
エ
タ

1
」
等
、
エ
ン
ジ
ン

ル
ー
ム
内
に
あ
る
ア
イ
テ
ム
に
も

白
し
っ
か
り
と
．屯
f
が
川
き
、
フ
ィ
l

リ
ン
グ
が
そ
れ
ま
で
以
上
に
向
上

す
る
そ
、
つ
だ
。

そ
し
て
、
中
1
然
の
こ
と
な
が
ら

・買

日
身
体
に
つ
け
て
い
る
「S
E
Y
』
ア

…
イ
テ
ム
に
も
「ナ
ノ
S
E
V
プ
1
ス

．
ト
作
川
」
は
ダ
イ
レ
ク
ト
に
仙
聞
き

．
か
け
、
そ
の
体
感
肢
を
ア
ッ
プ
さ

…
せ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
他

…
版
川
の
『S
E
V
ル
l
パ
l
』
や
「
s

h
E
V
ラ
イ
ン
プ
レ
ス
レ
ッ
ト
』、
も

ち
ろ
ん
今
川
の
特
別
付
対
『S

E

V
ク
リ
ッ
プ
』
の
体
感
度
も
引
き

上
げ
て
く
れ
る
。

今
川
の
テ
ス
ト
で
は
、
ほ
ぽ
川

・
叫
に
多
く
の

「S
E
V
』
ア
イ
テ
ム

一
を
装
着
し
て
テ
ス
ト
し
た
た
め
に
、

そ
の
体
感
度
が
「ナ
ノ
S
E
V
ブ
l

H

ス
ト
作
川
」
に
よ
っ
て
引
き
上
げ
ら

れ
て
い
る
か
を
判
断
し
づ
ら
か
っ

た
が
、

『S
E
V
ダ
ッ
シ
ュ

O
N」
を

淡
怖
心
し
た
こ
と
に
よ
り
、
少
な
く

－
と
も
以
前
よ
り
刊誌
引
制
し
て
い
た
「S

E
V
ラ
ジ
エ
タ
l
』
や
「S
E
V
フ

ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
」
の
効
栄
が
、
よ
り

山川
ま
っ
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
た
。

テ
ス
ト
ボ
の
将
泊
の
V
6
エ
ン

ジ
ン
は
、
ま
る
で
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ

…
プ
の
エ
ン
ジ
ン
の
よ
う
に
心
地
よ

い
t
H
と
フ
ィ

l
ル
で
パ
ワ
フ
ル
に

…
川
る
よ
う
に
な
り
、

シ
l
ト
も
桁

…
段
に
良
い
シ
l
ト
に
な
っ
た
か
の

．
よ
う
に
出
り
心
地
が
良
く
な
り
、

．
H
K
時
間山
伸一って
い
て
も
腰
焔
な
ど

．
が
な
く
な
り、

5
時
間
程
度
の
述

一
絞
高
速
走
行
で
も
ま
っ
た
く
疲
れ

．
な
く
な
っ
た
の
だ
。

す
で
に
『
S
E
V
』
ア
イ
テ
ム

を
ク
ル
マ
に
談
開削
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
こ
の
泌
い
を
あ
な
た
も

体
感
で
き
る
ハ
ズ
。『
S
E
V
ダ
ツ

…
シ
ユ

O
N』
を
プ
ラ
ス
し
て
H
A
非
体

日
感
し
て
み
て
欲
し
い
。

CarG磁



⑫『SEVjプ口ショップで、実感！
I ALL GUIDE I 2014Adv州 er.SEV..オールガイド

真の『SEVj効果を“実感”したいなら

無料で試せる全国の
フ。ロショッフヘ行こう
この特集で ~E'J.~. に興味を持ってくれたあなた。 百聞は一見にしかず。
やっぱり本当のことを知りたいのなら、自分で体感してみるのが一番わか
りやすい。S,EV内製品に触れて、実際に体感できるのが、東京・大阪・札
幌にあるメーカー直営の ~SEV， ショールームと、 全国にある 戸SEV， プロ

ショップ。無料で納得いくまで試せるので、これを見逃す手はないのだ。

お近くのプロショップはSEVのウエブサイトhttp://sev.info/auto／のショップリストから倹祭。

SEVの製造販売元であるダフリュ・エフ・工ヌ本社近〈にあるlSEVショールーム東京

SEVショールーム東京

ほとんどの SEV プロショップで、
そのIIで製品接着が可能 .SEV 

4ショールーム東京にも店内にリフトが
値目Eされ、袋務等に対応で古るように
なっている

メーカー直営ショールームだ11に、ヲ
ルマ周だけでなく鑓.illゃスポーツ
用 SEV帯．全アイテムがll'iり期え ‘
られているもちろん‘多くの SEV I"" ~ 
プロショγプでも新腿品を中心に．
SEV綬晶が取り繍えもれている

SEVショールーム大阪
干531-0073大阪府大限市北区本庄西3-2-8

TEL.“>-6225-7281 FAX.06-6225-7282 
営集時間 11:00～19:00

定休日毎週月略目

阪怠揃図駅からヲルマで5分ほどの位置にあるrsevショールーム
大医城北公掴過由・らちょっと入ったところだ

今
川
の
特
集
を
読
ん
で
以
新
の

ベ
S
E
V』
っ
て
ス
ゲ
l
、
と
思
っ
た

必
も
、
マ
ジ
か
よ
あ
り
え
な
い
、
と

思
っ
た
N
も
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
う
、
必
似
の
M
M
M
m
と
い
う
の
は

あ
く
ま
で
も
他
人
の
感
知
で
あ
り
、

係
端
な
品
、
参
考
で
し
か
な
い
。
記

が
の
内
山
什
を
い
じ
る
人
も
、
日
じ

な
い
人
も
、
ど
ち
ら
も
点
尖
を
知

り
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
自
分
の
愛
市

に
『S
E
V」
を
実
際
に
波
山
心
し
て
、

体
感
し
て
み
る
の
が
一伶
だ
。

で
も
、

「S
E
V」
は
体
感
す
る
た

め
に
ち
ょ
っ
と
口
っ
て
み
る
、
と
い

う
に
は
少
々
尚
制
。
日
っ
て
み
て
失

敗
し
た
ら
と
与
え
る
と
、

興
味
は

あ
る
け
れ
ど
締
め
る
し
か
な
い
、
と

思
っ
て
い
る
万
も
多
い
の
で
は
。

そ
ん
な
悩
め
る
『S
E
V
」
フ
ァ

ン
に
朗
報
。
じ
つ
は
、
脱
人
し
な
く

て
も
「S
E
V』
を
体
感
で
き
る
場

ー百円 前凶L ’Vl2＂＂下、 ，」・－－
lll畢自勘車道・伏古ICから近い SEVショールーム札幌ザγポロ
ビール1・吻館や北大札慢キャンパスも目とaの先にある

・ ・fSEVJプロショップでは、希望があれば自分のi'llllこrsevJを付11て体感することが可能だ事前に狸錨をしておくと．スムーズに体書置することがで寄る

SEVショールーム札幌
干065-C陥20北海遭札幌市東区北20粂東
16丁目2-3フリーズ元町1F

TEL.011・780-1070 F AX.011・780.1080
曾集崎間 11・：00-19:00 定休日毎週月曜日

1・・『・邑ヨ画.－， I 

・
所
が
あ
る
の
だ
。
そ
れ
は
、

「
S
E
一
る
の
で
、
「S
E
V』
に
関
す
る
質
問

．
V
』
プ
ロ
シ
ョ
ッ
プ
。
点
ぷ

・
大
阪
・
ゃ
、
淡
泊
呼
の
釧
か
な
相
談
等
、ぃ

札
脱
に
あ
る
メ
ー
カ
ー
山
分
の
『S

ろ
い
ろ
対
泌
し
て
く
れ
る
の
も
M

E
V』
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
3
店
舗
を
小

し

い

。

…
心
に
、
A
K
川
に
多
く
の
『
S
E
Y
L

そ
し
て
、
「S
E
V」効
処
を
し
っ

．
プ
ロ
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り
、

こ
こ
で

・
か
り
と
体
感
で
き
た
か
ら
と
い
っ

布
川
市
の
『S
E
V』
製
品
を
体
感
し
て
、
シ
ョ
ッ
プ
側
か
ら
附
人
を
抑

た
い
と
い
う
ユ
ー
ザ
ー
の
説
明
に
、
し
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
は

一
切
な

パ
ッ
チ
リ
と
応
え
て
く
れ
る
の
だ
。
日

い
か
ら
、

安
心
し
て
試
す
こ
と
が

ぷ
日本
的
に
、
『
S
E
Y
』
シ
ョ

1

・
で
き
る
の
だ
。

ル
l
ム
で
は
、

「S
E
Y』
・凶品
を
フ

リ

口
う
、
日
わ
な
い
は
附
い
て
お
い

ル
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
で
取
り
そ
ろ
え
て

…
て
、
と
に
か
く
ち
ょ
っ
と
で
も
「S

H

い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
を
実
際

…
E
V
』
製
品
に
興
味
が
あ
る
の
な

…
に
体
感
す
る
こ
と
が
吋
能
。
A
K
同

…
ら、

『S
E
V』
プ
ロ
シ
ョ
ッ
プ
で
一

…
の
『S
E
V』
プ
ロ
シ
ョ
ッ
プ
で
も
、

・
皮
製
品
に
触
れ
て
み
る
の
が
お
す

『S
E
V』
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
川
憾
に、

日
す
め
。
『S
E
V
」
製
品
に
刺
通
し
た

ほ
と
ん
ど
の
製
品
を
取
り
扱
っ
て

…「
S
E
V
』
ス
タ
ッ
フ
は
、
あ
な
た
の

い
る
。
そ
し
て
、
も
ち
ろ
ん
体
感
も

…
疑
問
点
に
I
向
a

に
符
え
て
く
れ
る

O
K
だ
（シ
ョ
ッ
プ
よ
っ
て
は
、

一部

－
の
で
、
求
め
て
い
た
製
品
に
巡
り
合

取
り
倣
い
の
な
い
製
品
も
あ
る
の

－
え
る
吋
能
性
だ
つ
で
あ
る
。

い
で
が
前
に
辿
給
し
て
隙
認

・
予
約

一

お
近
く
の
プ
ロ
シ
ョ
ッ
プ
は、

『S

…
を
し
て
お
く
と
ス
ム
ー
ズ
に
体
感

・
E
V」
の
ウ
エ
ツ
プ
サ
イ
ト
で
検
必

一
す
る
こ
と
が
で
き
る
）。『
S
E
Y』

す
る
の
が
一役

m
m。
シ
ョ
ッ
プ
を

．
プ
ロ
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、

『S
E
V』
に

．
凡
つ
け
た
ら
、
ま
ず
は
述
絡
を
し

相
通
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
て
い
て
、
引
泌
行
っ
て
み
て
よ
う
。
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